
主主
円

本
林
野
子
の

海

払
が
日
本
海
罷
突
の
研
究
を
窃
め
た
の
一
辺
、
る
う
一
一
平
i

五
六
穿
も
村
の
と
ど
内
庁
、
あ
る
が
、
東
北
大
字
に
奉
職
し
て

仏
台
に
奈

γ
、
か
、
灯
、
家
光
党
方
め
海
護
出
入
糾
を
調
査
し
よ

う
と
怒
っ
て
、
党
守
第
一
仁
青
森
事
に
一
番
号
し
た
o
J
て
の

提
出
足
、
青
森
諜
ば
本
制
の
花
鶏
じ
あ
づ
て
一
一
一
言
ほ
遊
に

笛

L
、
日
本
の
持
費
情
丸
一
々
は
重
零
な
詮
置
に
あ
る
払
ら
、

写
分
突
科
も
柑
茂
吉
田
に
残
っ
て
い
る
を
あ
ろ
、
つ
ぜ
安
え
F
い
か

ら
守
あ
る
。
撃
に
民
団
法
λ
奇
諜
報
思
会
や
勺
研
究
費
の

補
問
を
受
け
る
ご
ど
が
で
き
た
の
令
、
昭
和
ム
ハ
穿
寸
月
ピ

昭
和
え
ま
す
円
と
の
二
回
に
一
怠
っ
て
、
今
は
夜
λ
て
な
っ

た
切
手
ム
本
新
穀
菩
ど
宍
に
青
森
沼
市
下
芸
旅
行
L
亡
。
ち

ょ
う
誌
で
の
噴
象
庁
に
は
庄
賀
郡
司
¥
下
、
ミ
れ
も
京
λ
て
怠

ち
削
れ
た
沈
々
本
新
仁
氏
ポ
礎
学
官
守
紋
斉
認
官
官
nf
患
‘
う
れ

戸
A

仙
台
、
研
究
家
行
に
は
大
へ
ん
都
合
が
よ
品
川
っ
た
。

溜
ル
伊
へ
判
付

古

田

良

ミ
の
一
一
国
向
調
査
い
よ
っ
て
博
士
ど
ご
ち
在
、
奇
襲
報
部
川

会
跨
較
第
九
ハ
ナ
考
ぺ
路
布
、
一
ハ
写
す
一
一
再
〉
と
同
第
百
号
へ

昭
和

γ
写
臨
時
)
ピ
に
搭
載
し
宇
い
か
ら
、
こ
れ
を
読
ま
れ

た
方
沼
大
体
鳥
取
仇
H
V
己
認
う
ポ
¥
も
ほ
や
一
一
す
笠
・
以
工

も
前
の
こ
ど
で
あ
り
、
百
花
、
h
J
削
れ
る
便
宜
も
小
ノ
い
と
沼
、
つ
の

サ
ム
句
、
主
ど
し
て
と
れ
に
も
ど

7
3
、
そ
の
殺
の
友
行
に
よ

っ
て
湾
た
ど
ミ
ろ
を
も
加
え
て
、
弘
め
知
っ
て
い
る
映
り

の
渇
建
更
科
在
籍
令
し
、
研
究
さ
れ
る
本
の
慢
に
侠

L
た

い
と
兎
ぅ
。
も
ど
ャ
執
り
軍
用
を
経
た
こ
と
官
、
あ
る
か
ら
、

殺
究
や
ザ
て
の
常
の
手
摺
を
私
mm

更
た
当
時
め
a

も
の
が
、
今

ぞ
の
ま
、
捜
ゥ
て
い
古
い
引
い
も
知
れ
め
e

舜
森
県
は
江
戸
時
決
に
は
、
京
都
は
頭
部
落
、
岳
、
部
は

草
薙
誕
の
毅
躍
で
あ
っ
た
が
、
湾
建
喫
科
の
&
ず
い
の
は
売

し
て
言
え
ぽ
淳
鞍
驚
の
す
で
あ
志
。
三
爪
は
替
は
日
本
海

一/ー



の
潟
越
淀
川
川
太
平
洋
の
方
よ
り
も
接
部
マ
マ
あ
っ
た
さ

2
4
0

克
て
も
当
制
約
マ
あ
る
。
じ
が
し
講
部
議
嶺
守
も
~
下
北
半

島
や
開
初
日
貯
な
合
は
日
本
海
お
湾
建
と
商
琢
問
、
抗
、
深
い
弘
、
勺
、

誌
な
り
多
〈
の
安
執
が
あ
る
。
太
宰
湾
岸
の
港
と
し
で
は

パ
?
で
・
あ
る
仇
~
ワ
、
ヘ
戸
港
ぷ
南
部
惑
が
ら
務
主

l
t
殺

の
潟
、
捷
吠
創
性
紫
紺
き
あ
る
花
ス
ノ
、
フ
γ)
鄭
持
し
て
い
や
同
封
、

軍
升
今
い
よ
う
下
、
あ
る
。
、
伊
わ
ぬ
も
私
の
掠
坊
の
J

社
方
、
が

P
る

か
っ
#
に
か
し
知
れ
ぬ
。

づ
〆
』
、
つ

究
?
堀
川
森
、
市
に
つ
い
て
見
る
ピ
匂
ご
、
は
」
も
こ
費
知
一
島

村
と
埠
段
取
、
問
一
湿
の
拾
で
あ
A

，

t
折
、
湾
建
惑
が
賞
、
本

ニ
立
じ
港
と
し
て
問
い
で
ず
い
リ
葵
壊
す
る
ト
味
、
づ
仁
、
む
つ
に
絹

現
有
一
種
初
島
神
荘
の
あ
る
況
ま
守
海
ポ
入
り
、
た
ん
ぞ
い
た

と
い
ヘ
つ
c

県
庁
に
建
軽
藩
ヂ
り
引
縫
い
吃
賞
、
文
仁
詳
の
全

盟
め
渇
路
誌
が
し
あ
っ
て
、
東
北
地
方
均
部
分
は
つ
環
北
γ者

向
行
、
向
い
と
鶏
し
、
大
へ
ん
券
売
に
‘
な
っ
た
。
乙
れ
は
響

詩
が
民
間
見
俊
を
永
遠
し
r

に
間
に
で
き
た
と
四
た
わ
れ
る
雨
、

一
惜
し
い
こ
と
に
斡
一
蹴
刊
誌
収
間
も
な
く
莱
汗
の
犬
持
守
境
安
し

た
嘗
旧
京
で
宇
人
科
の
多
い
の
母
、
浜
町
の
m
げ事
J

第
五
苅
茨

ザ
と
ん
あ
る
。
同
家
は
考
を
海
運
ご
い
v

h

、
廻
梅
雨
日
産
マ
あ

の

一

v
v
y

い
る
の
に
つ
祖
先
也
、
草
木
一
位
間
記
い

が
あ
る
d
T掠
誠
一
語
金
運
五
都
汽
か
ら
同
開
い
た
と
と
イ
つ
マ
は
、

超
党
淳
宅
忍
注
実
識
と
い
い
、
ぜ
て
の
忠
告
は
時
仇
で
は
い

伏
、
a

慢
の
丈
党
が
ら
め
移
往
若
下
あ
る
こ
ヒ
は
ぜ
か
り
十
よ
れ

れ
弘
、
右
の
一
伝
部
記
江
川
}
か
ら
芳
、
え
て
、
需
森
正
木
た
q
J
3
5

代

は
草
深
民
間
で
忘
る
。
♂
一
昨
パ

g
u下
北
萄
下
議
、
呂
刊
か
ら

J

養
手
に
末
た

λ
で
、
げ
て
の
支
は
桂
三
の

λ
か
わ
か
ら
ぬ
が
、

関
誌
の
滞
会
?
鴎
臨
時
し
¥
下
f

瓶
詰
に
崎
県
希
し
て
そ
こ
に
怯

む
ミ
ど
に
な
フ
た
男

r℃
い
、
つ
の
き
主
の
，
誼
丈
に
'
考
気
認

乙
け

γウ
λ
が
あ
っ
て
、
一
一
一
ナ
ム
パ
ト
ヤ
ペ
寸
没
し
た
'
丹
寸
六
教
の

中
に
入
れ
な
い
て
、
つ
で
あ
る
が
ー
こ
の
人
の
塞
い
た
プ
京

河
川
護
報
い
は
、
築
水
、
一
ハ
茸
九
汗
れ
ら
明
治
出
淳
七
丹
ま
で

今
日
記
で
め
っ
て
、
容
し
く
認
で
た
ら
は
話
合
い
主
の
で

あ
ち
う
。
ま
た
「
宍
諜
卒
克
洋
畏
わ
へ
設
い
じ
題
す
る
ヘ
時
婦

の
記
誌
が
あ
っ
て
、
院
副
光
が
れ
が
る
。
ぃ
ヘ
惇
失
点
玖
ム
J

湾
、
戸
内
渇
一
帯
ど
、
日
本
海
は
悲
話
浩
史
民
家
、
太
平
洋

辺
事
で
問
者
陪
め
邦
苅
f

識
が
あ
る
、
託
行
で
あ
る
p

と
の
卦

に
連
絡
式
百
が
一
一
器
類
あ
る
が
、
い
?
阜
、
も
窓
前
一
一
一
塑
の

内
出
敬
一
一
一
弐
片
識
の
も
の
と
同
一
系
統
に
饗
す
る
o

押
深

夜
は
戦
略
〈
に
護
恥
れ
と
ボ
、
終
成
後
F

い
捗
問
'
L
T
h
時
ぉ
誌

で
は
、
念
葎
ポ
一
づ
部
が
っ
て
マ
と
じ
多
ぐ
実
科
附
仙
人
以

一一 2一一



て
fm，
づ

と
均
と
、
と
だ
一
訟
今
、

多
分
実
が
れ
て
は
い
な
い

う
。
攻
に
丙
の
線
科
濠
栢
積
門
家
は
、
度
考
を
諜

訴
乙
い
っ
て
¥
や
は
り
瑠
格
問
底
で
あ
っ
た
。
開
衰
の

史
料
は
今
あ
る
品
川
荘
、
つ
あ
れ
が
、
h
，F
2

治
折
、

ι仇
打
兎
た
も
の

千
は
、
「
加
支
え
究
い
ピ
題
す
る
一
元
禄
れ
ら
管
水
44
守
の

関
震
に
関
す
る
記
該
と
、
文
欠
一
一
(
茸
ハ
月
の
怒
沼
産
境
変

事
ど
が
い
1

吐
い
も
の
で
あ
づ
た
や
浮
紫
、
諸
味
付
符
問
、
家
の
史
料

を
史
、
ま
た
・
叡
走
訪
山
吹
話
を
穣
い
て
も
、
青
森
乙
完
護
持
，

部
深
丹
深
刻
っ
た
の
込
北
盟
杭
灘
、
戸
内
海
の
、
万
窃
ザ
向
、
各
っ

て
、
太
平
浮
方
由
だ
の
関
採
の
と
ど
は
殆
否
定
一
省
、
句
括
。

こ
れ
を
以
て
更
れ
ほ
、
事
門
蒋
は
ま
経
藩
が
江
戸
乙
の
涛
震

の
た
め
に
開
ぃ

K
濯
で
は
あ
る
が
、
開
落
後
一
辺
、
江
?
と

の
一
関
葎
よ
リ
も
寧
ろ
土
方
之
の
話
廻
海
建
の
陶
器
ゆ
が
多
く

な
っ
た
ミ
ど
が
想
ら
れ
る
。
青
森
の
叡
定
種
、
市
有
蟻
氏
暗

で
の
一
時
¥
寸
浮
一
堂
吹
い
ど
い
う
丈
郊
の
写
本
を
蒋
っ
て
者

「
つ
れ
た
乃
花
泣
い
ヨ
巧
ゅ
よ
れ
を
受
む
か
っ
た
料
、
そ
の
J

・援に

ゥ
一
人
名
?
?
時
克
る
際
会
主
笥

k
o
今
は
瀦
由
競
/
一
味
武
の

に
暗
し
て
い
る
。
こ
れ
叫
弘
前
国
審
官
接
い
い
も
あ
る
翠
門
誌

で
部
認
符
に
し
た
よ
う
な
も
刀
で
叫
青
野
黒
史
に
主
零

日
散
ら
れ
い
る
ポ
ヘ
ヴ
雑
誌
い
が
憲

L
紙同誌

つ
よ
う
に
宏
、
つ
昌
今
立
者
森
市
に
合
ぜ
ら
れ
た
政
叶
は
、

戦
習
時
汗
じ
は
興
瀕
民
の
減
計
み
寸
て
、
豪
華
な
透
け
向
、
孫
々

守
、
恥
入
・
沢
乙
イ
ザ
浮
問
的
似
た
告
理
経
藩
の
政
禁
令
、
、
¥
者
森
の

葱
栄
を
一
一
一
れ
る
と
場
に
幣
に
麓
定
せ
人
f

れ
た
。
町
向
埼
に
員

撃
の
お
国
於
あ
っ
た
等
な
毛
浦
刊
の
-
錆
究
に
勺
い
て
ほ
夜

間
関
涜
議
決
氏
mw
苅
を
没
す
る
こ
と
は
で
き
ゅ
会

弘
前
市
ち
ば
か
丸
〈
f
湾
審
設
仁
あ
る
浅
野
憲
之
礼
賛
さ
一
見

な
け
れ
ほ
な
ら
め
。
た
も
ご
れ
は
海
運
交
に
寝
つ
が
い
こ
こ

ち
は
い
い
砧
く
、
留
ゴ
〈
J

升
今
こ
こ
の
方
祈
念
y
i
r

守
中
日
込
た
問
所
持
獲
さ

問
書
探
存
会
¢
識
蓄
に
ヰ
い
出
記
懇
命
寄
る
J

ご
わ
河
町
一
月

九
宏
口
明
治
二
ア
一
江
主
・
七
河
質
問
一
知
域
式
等
に
よ
っ
て
内
ゆ
ら

れ
、
主
乏
し
て
升
崎
賞
式
の
葉
集
せ
ら
れ
た
出
託
、
古
同

特
定
保
帯
し
た
も
命
、
た
乙
汁
開
い
た
。
汗
崎
氏
江
古
い
突
字

按
誌
に
鴇
丈
な
む
を
載
ぜ
ら
れ
た
人
で
あ
る
α
弘
前
向
立

野
武
怠
一
民
法
郷
土
台
入
家
マ
、
今
ど
の
安
科
を
禁
し
て
慈
ら

れ
る
ミ
と
は
よ
ぐ
知
ら
れ
て
い
る
が
、
松
軒
民
点
、
h
南

側

い

.
た
話
に
弘
前
市
内
の
戊
森
町
賢
一
待
碍
京
笥
六
前
緩
む
額
に
・

十
一
二
千
'
り
若
木
川
在
、
潤

H

っ
て
弘
到
に
笠
る
国
公
描
い
て
あ

っ
た
と
め
ご
と
で
あ
る
ボ
・
転
は
窃
え
る
熟
念
式
、
羽
合
づ
ザ
に
o

z
t輯
昭
町
の
帯
沢
患
の
雪
地
内
一
に
e

い
あ
る
器
用
足
に
志
向

r之
、〆 }一一ーー



A
W

込
十
に
護
る
開
設
題
い
た
緯
惑
が
あ
る
ど
の
ミ
乙
守
、

史
に
行
づ
た
が
、
ボ
措
法
に
爽
捺
寄
る
図
ち
は
な
か
っ
た
。

老
本
町
の
水
還
は
ナ
三
議
の
夢
蓄
し
た
室
町
時
特
今
う
江

?
跨
持
ふ
り
充
穣
ま
ち
は
富
ん
で
あ
っ
た
が
、
手
、
れ
も
う
ロ

鷲
次
寮
え
れ
よ
、
つ
で
あ
る
9

そ
の
建
ほ
れ
た
e

成
果
特
ロ
求
法

少
な
れ
フ
た
と
略
、
つ
・
求
ち
壊
、
怠
港
は
鯵
惑
と
売
森
む
で

あ
ゥ
た
。

鯵
決
は
寝
入
弐
犬
作
へ
に
護
っ
た
て
う
で
申
へ
相
ほ
五
ま
り
費

三
〈
い
な
い
a

中
将
喜
左
積
丹
式
於
一
王
様
寸
、
六
牢
の
習
を

常
葉
ぜ
ち
れ
、
モ
の
深
窓
乙
建
前
れ
る
も
m
り
を
し
ア
沼
答
薪

氏
辞
清
稜
ぜ
ら
れ
た
。
南
方
氏
ハ
に
見
た
折
、
一
え
議
ち
喰
ほ

湾
脅
威
礎
柾
よ

u，J
心
持

ι突
き
記
し
て
い
た
こ
ど
ポ

-m杭

る
。
民
浪
に
よ
っ
て
剤
草
取
ら
れ
た
の
で
あ
呑
。
ま
た
大

家
芸
仁
代
前
畿
の
記
録
文
警
を
莞
た
。
大
家
衣
ほ
ヤ
人
家
渥

真
一
実
議
と
け
v

、
つ
州
問
肉
屋
宅
あ
っ
た
が
、
初
賓
の
安
産
主
兵

壊
の
番
頭
折
、
五
丘
ハ
涜
台
前
提
穣
白
紙
肝
沢
に
辛
ボ
て
合
習
い
と

等
記
ち
あ
る
乙
い
ゆ
れ
る
「
諸
用
留
い
ご
い
う
記
録
や
名

態
報
誌
な
伏
あ
勺
た
s

タ
沼
六
め
桜
関
門
い
よ
れ
哉
、
懲
沢

に
法
大
向
原
一
ど
い
わ
れ
る
大
ぎ
な
船
閑
麗
ぽ
五
軒
あ
ブ
允
。

議
委
治
右
衛
門
、
鶏
差
護
右
館
内
、
大
塚
悪
質
…
主
パ
禽
、
広
吹

車
留
一
長
持
一
八
街
、
ふ
没
屋
太
立
パ
衝
の
去
家
で
、
外
い
い
ふ
さ
い

向
麗
を
合
ぜ
る
と
、
向
鹿
の
経
較
は
一
一
ナ
軒
以

γ
ん
に
双
ん

、
戸
川
。
ヨ
軽
落
ボ
部
議
海
援
に
よ
っ
て
京
左
大
敗
に
補
足
ん
ハ
に

の
ぼ
延
雲
、
一
パ
茸
に
柏
ま
る
之
ど
誌
、
蓄
の
日
記

K
・V
・-M

づ
て

問
仏
?
ぁ
，
る
持
れ
ら
、
ミ
の
墳
れ
ら
診
ヌ
も
次
単
ペ
仁
-
繁
栄
に

向
ご
に
で
あ
ろ
、
っ
。
悲
以
外
下
、
広
範
の
怠
荷
が
努
か
っ
た

γ
ぷ
、
っ
。
鋳
女
時
総
の
演
場
で
あ
，
フ
て
、
意
科
休
二
一
俸
の
漢

m
m
に
は
、
絵
師
夫
に

mm
ろ
千
八
の
溌
突
の
升
に
、
浦
件
降
か
ら

二
千
人
、
枝
記
か
ら
千
八
の
環
安
ポ
阜
っ
た
亡
、
戸
沼
氏
品
供

、
勺
臨
ぬ
い
た
Q

ま
た
大
阪
と
の
諮
問
偲
仰
が
深
が
っ
た
の
ち
、
寄
歌

手
の
製
法
、
合
大
援
抗
、
り
一
弘
、
手
勺
五
た
之
の
話
で
あ
る
P

深
漕
↓
江
港
口
氏
多
少
省
が
あ
る
が
、
湾
問
深
〈
入
り
込

ん
で
え
支
を
懸
け
る
に
潰
し
、
和
話
時
刊
の
碇
泊
地
乙
し

で
は
投
信
め
把
汚
一
な
あ
ち
、
つ
3

界
に
指
令
・
っ
来
r
に
結
試
緩

保
埼
主
建
勺
て
一
亦
み

L
よ
、
フ
ど
い
、
つ
組
、
に
あ
る
が
、
旬
、

内
下
や
寄
き
す
る
結
成
b
メ

y
訊
づ
た
に
諸
国
計
れ
甘
い
。
犬
、
3
賞

理
常
ζ

の
箆
還
の
一
穂
、
ポ
よ
く
怠
い
の
ち
、
落
と
し
て
は
努

沢
張
家
内
議
主
湾
と
し
た
の
ち
為
ろ
う
。
深
滞
4
H
¥

暗
再
建

苛
常
識
め
礎
科
在
死
す
見
一
な
ヴ
が
れ
む
な
ら
始
。
そ
も
リ
て
も

円
、
覚
寺

γ
?真
告
朱
醗
掛
求
丹
市
古
レ
存
、
加
あ
っ
て
、
結
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乗
リ
の
同
情
的
森
川
龍
一
ー
め
て
い
る
℃
い
う
こ
と
弘
、
深
一
認
め
港

乙
し
て
の
~
む
さ
を
一
本
草
川
む
の
で
あ
，
る
。
同
市
民
務
ま
の
宏
、

設
に
つ
い
て
は
否
慢
ず
る
人
前
零
V
ょ
う
で
あ
る
ポ
、
ピ

に
か
ぐ
マ
の
時
刊
迂
J

ん

に

十

γ淵
H
M

宵
る
老
ザ
川
、
あ
ろ
う
と
思
、
っ
。

門
賞
与
の
禁
照
射
一
仁
ず
の
む
殺
意
q
ζ

ご
践
雪
空
に
あ
っ
ゃ
い

も
の

rζ
の
と
ど
ち
あ
る
が
、
手
、
の
取
に
寛
永

7
1被
安

の
皮
司
不
滞
在
額
内
ど
V

う
八
の
隷
斜
し
た
丈
ぎ
官
設
原

水
葬
っ
て
、
怒
中
能
容
の
民
主
晶
ι

哨
辻
、
反
浴
品
ど
し
て
龍

台
い
も
の
で
あ
る
が
、
荻
官
、
の
人
の
奉
納
し
て
い
る
の
は
、

悲
認
と
の
海
理
肉
誌
を
一
不
す
し
の
で
あ
る
。
て
の
寺
に
議

室
時
代
の
奈
突
一
問
、
一
天
巧
の
高
僧
沼
環
正
菩
薩
叡
轄
の
撃
と
伝

え
ち
れ
る
立
ち
の
法
問
主
記
し
た
一
一
を
お
宮
務
が
寄
る
。

黙
し
て
較
尊
の
も
の
か
詮
、
っ
か
は
お
い
払
ら
け
号
制
¥
揺
さ
に
〕

い
も
の
ち

L
く
、
海
涯
に
よ
っ
て
ト
十
万
一
れ
勺
持
っ
て
来
、
り

れ
た
の
ち
あ
ろ
、
っ
。
立
た
賠
和
田
淳
八
月
十
一
一
信
久
大
台
却

下
探
蛇
作
物
4wー
に
渇
中
が
わ
拾
得
し
た
と
い
う
柑
刺
殺
対
彰

る
。
直
琵
続
一
穴
仁
寸
積
一
文
の
諮
問
形
の
薄
V
夜
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は
定
、
り
く
南
部
選
択
定
去
ヌ
桝
心
か
ら
採

っ
完
関
モ
銘
じ
一
積
ん
で
腎
担
姑
品
川
、
り
iv

八
款
に
覚
っ
た
時
に
¥

と
の
関
貨
を
佑
ポ
穂
一
摂
し
て
淀
ん
だ
の
守
あ
ち
み
a

有

の
芝
田
域
内
伏
あ
る
。

私

折

、

約

五

お

向

L
一
向
じ
茂
吉
私
の
中
州
炉
、
勺
変

更
せ
ち
れ
も
の
だ
で
う
、
高
信
重
吾
妻
、
寄
武
口
、
、
J
?

に
簿
一
れ
行
か
れ
た
〉
」
乙
ぞ
開
い
て
、
J

弟
の
金
立
八
寵
試
窯
孝

生
援
を
こ
乃
奇
の
説
曹
に
狩
醜
慨
し
『
と
の
拡
め
倍
肉
窓
越

後
産
に
て
の
と
こ
を
取
頚
し
た
も
の
で
、
事
共
粛
が
崎
っ

た
な
ち
ぽ
、
除
手
今
詣
さ
ぜ
惑
と
書
い
て
あ
る
折
、
こ
の
専

に
奪
実
街
の
持
ち
寝
つ
が
い
ど
宏
、
不
行
れ
る
硝
子
相
ヱ
の
も

の
芯
法
伏
あ
る
か
、
勺
、
争
、
合
併
サ
需
に
末
た
も
の
を
あ
ち
う
。

こ
の
宇
訟
は
察
本
割
以
偶
丹
、
天
安
に
い
い
も
密
白
い
む
の
ち
易

っ
て
、
私
時
嘗
て
感
丈
夫
琴
の
雑
誌
丈
に
ペ
綿
F
F

礎
ぱ
に

紹
?
し
た
二
と
が
あ
ノ
る
。

深
津
は
実
の
時
ζ
m
m
の
向
と
仁
、
分
れ
、
開
の
時
は
扶
の

町
の
笥
授
の
ム
の
と
に
あ
づ
て
‘
下
州
都
ち
見
た
の
で
は
舟

か
ら
母
か
ら
、
治
め
て
来
た
老
に
は
、
ム
の
主
に
町
ポ
あ

ち
、
っ
と
は
忠
治
市
れ
諒
戸
、
か
し
問
に
登
っ
て
見
る
と
完
'
く
の

人
家
が
お
り
、

K
較
的
大
き
怠
家
ボ
q
q
ぃ
。
向
星
も
す
っ

と
苔
時
間
い
じ
め
っ
た
マ
う
だ
が
、
不
慢
な
の
を
海
洋
に
符

つ
た
め
た
ど
い
、
っ
。
之
、
に
も
ど
奉
行
煎
mm
あ
れ
り
、
院
撃

がト・
4

V
骨
註
厳
守
ど
い
、
つ
汚
丈
の
寄
が
お
っ
て
、
本
噂

に
こ
の
寄
γ

高
田

竺
呉
zv 

こ
れ
は

一一ぢ一一



の
関
誌
陀
初
来
は
、
も
ど
南
ム
の
草
寺
に
あ
っ
げ
た
が
、
議

主
の
，
滋
仏
仁
恵
ぃ
、
住
増
が
本
尊
を
育
内
部
へ
っ
て
犬
坂
に
難

を
潜
ワ
、
培
技
一
味
共
…
額
命
正
の
療
に
者
主
寄
せ
て
、
り
ぬ
擦

を
涼
点
ハ
需
に
諜
っ
穴
前
、
漂
英
樹
は
撃
の
笥
伶
に
ぶ
っ
て
、

仏
壊
を
咋
殺
し
て
穴
奴
A
p
h
/

財
務
官
、
験
的
沢
広
帯
き
、
偶
パ
ピ
、
/
ヘ

穆
の
宮
市
下
知
っ
た
涼
訟
の
、
共
欣
巧
戸
一

vtつ
浩
バ
窪
盟
丹

氏
立
が
来
た
の
じ
お
合
づ
て
、
?
の
弘
壊
さ
譲
パ
り
害
し
た
。

持
に
延
室
七
空
五
月
下
、
あ
っ
て
、
一
定
簿
一
定
年
員
枚
、
巧
は
ご

の
潔
を
在
被
奇
仁
、
寄
闘
し
下
い
と
給
体
認
に
堤
え
る
。
て
の
認

可
大
波
、
v
L

撃
演
と
わ
海
濯
が
開
か
削
て
閣
も
な
い
晴
、
に
、

仏
壊
が
巧
っ
て
来
わ
れ
た
之
ど
を
誇
る
む
の
マ
あ
る
。

涼
瀞
下
旬
大
高
岳
洲
武
州
川
ち
↓
聴
い
た
話
ば
掛
川
る
興
味
が
あ

っ
た
e

大
高
氏
注
目
、
家
下
、
当
時
は
結
婚
会
類
翼
千
あ
づ
た
0

2
悦
諮
高
砂
子
、
い
と
い
う
沿
蓄
芝
兎
た
が
、
深
部
郎
で
は
泰

子
り
更
に
か
げ
て
協
ワ
た
金
下
、
徳
一
法
呑
気
に
暮
す
か
、
り
、

告
だ
に
、
丈
一
宇
に
報
み
計
背
が
蕊
ザ
い
¥
志
づ
た
。
之
の
史
わ
計

八
乙
丈
国
ゃ
に
方
の
椛

λ
こ
の
間
に
関
手
寸
マ
の
抵
匂
の

棺
問
答
が
行
め
れ
た
が
、
結
曹
に
、
詫
し
て
党
撰
し
た
て
の
〆
之

ど
で
忍
，
る
。
同
護
は
ナ
一
友
穴
軒
あ
っ
て
、
ザ
て
の
平
下
一
変
‘

は
秋
田
産
、
震
校
ー
紘
一
向
第
一
、
一
一
一
関
震
の
将
官
で
あ
J
G
G

倍
の
¥
埼
げ
お
い
し
、
の
江
田
一
本
珂
ア
五
六
日
市
小
、
旬
、
穴
口
け
ま

ち
で
、
二
百

γ
伺
は
は
議
円
札
束
溜
定
取
る
か
ら
、
関
川
京
鶏
乙

誌
ス
制
。
こ
の
浅
は
一
閉
め
寄
定
吃
で
あ
っ
て
刊
で
t
A

ザ代、集

妓
て
内
れ
る
朽
葉
山
込
手
〈
ぽ
有
}
い
G

特
去
す
荷
物
で
比
較

的
字
い
か
ん
は
容
の
J

弘
子
め
つ
に
な
思
の
入
奄
ぼ
問
、
点
す
五

六
一
ヰ
市
立
で
主
で
一
め
っ
た
ど
の
こ
と
で
あ
る
。

津
箆
下
、
寝
b
古
い
港
ば

γ
…
一
一
ち
る
る
。
人
記
、
水
十
一
一
一
五
、
訪

れ
た
爪
刀
法
招
均
一
一
丁
芳
ぜ
十
件
、
ど
り
刊
の
λ

訳
、
す
っ
こ
問

ι岳
民

負
ち
湾
土
の
踏
箆
の
結
果
笠
間
さ
、
ま
に
十
一
一
一
史
談
会
長

こ
し
マ
均
十
一
変
…
み
一
明
常
人
に
対
以
内
山
仁
志
三
川
れ
た
興
問
摺
紫
民

か
り
し
一
枝
一
そ
聞
い
ア
ぶ
つ
い
い
。
;
川
j
υ

宍
た
在
兎
て
布
J

め

て
よ
、
く
れ
か
f
t
d

わ
ん
の
ち
ぷ
め
勺
ア
べ
て
の
部
局
ハ
吟
将
来
は
寸

津
軽
ナ
ニ
一
昨
摂
J

突
し
乙
噂
し
て
、
細
川
北
文
字
丈
宇
一
環
境

究

主

該

ケ

ペ

渇

訴

し

た

。

で

c
x稼
の
残
っ
て
い
る

る

の

は

ど

「

ア

一

一

一

法

来

い

内

γ

「
ナ
一
一
一
漆
新
吠
記
」

」点
hhJ

品
川
一
寄
安
刊
で
な
い
ご
と

川
崎
に
依
し
て
相
対
当
一
掛
川
露
政

く
、
以
拠
金
三
本
務
一
一
宇
内
容
一

に
お
げ
し
一
る
重
油
す
港
湾
可

ヤめ〆
A

〈

v
o

-6~ 

戸
川

『
に
よ
、
」
り
ぬ
げ
は
同
一
パ
コ
内

は
い
、
つ
エ

のe
J

め
る
も
の
，
ー
も
村
jv

いう

あ
る
こ
と

ヤ
め
る
三
ど
を

itll 
時
;-'t・:

1 ¥' 

方¥

;5ij て
日

8

し
h
し
丸
一
ご
い



芳
一
か
蝶
の
東
部
部
ち
侶
南
部
薄
領
、
の
才
士
、
今
司
泰
や
読

な
一
ぞ
は
ハ
ヤ
ノ
芯
十
め
り
、
ハ
?
の
蚊
満
足
告
い
夜
明
誌
に
も
…
免

え
る
の
づ
い
叩
あ
る
か
ら
、
。
九
科
も
今
〈
一
持
一
っ
て
い
る
だ
ろ
う

乙
罵
づ
た
刻
、
郷
土
安
じ
会

t
い
れ
司
川
河
次
滞
汗
ハ
ド
、
り

聴
い
下
ご
と
こ
ろ
日
々
は
‘
無
間
産
を
や
っ
た
家
は
荻
ザ
て
な
、

一
六
は
巾
人
情
へ
い
寵
勺
に
り
し
て
、
渇
建
究
科
立
売
社
泣
い
と

の
ご
と
守
あ
否
。
結
局
沼
署
訪
日
い
あ
る
と
開
レ
て
怒
る
パ

鴨
川
安
神
間
以
升
に
は
あ
ま
り
見
込
点
立
さ
を
う
で
あ
る
。
し

が
し
ミ
れ
も
一
存
え
て
み
れ
ぽ
き
だ
が
も
知
忠
治
合

mm
浩
一
程

一
軒
前
は
笛
怒
湾
建
め
方
氏
索
建

5
、
り
も
直
下
あ
づ
た
が
、
句
、

笛
週
と
照
孫
な
い
八
七
J
J

に
点
ぞ
め
ま
り
民
ハ
界
再
る
川
町
五
科
皮
え

い
か
も
知
れ
ぬ
母

F

ご
臥
に
友
し
て
十
一
北
郡
の
野
認
定
や
下
北
郡
一
帯
哉
、

今
で
こ
そ
中
へ
し
た
処
芯
ム
況
な
い
J

弘
、
日
本
海
の
滞
建
と
の

関
揮
、
町
深
ノ
ヘ
¥
苦
司
u

庶
出
苛
期
警
場
で
あ
っ

t
o
野
盟
叱
に

は
廼
略
式
自
幹
一
一
種
資
勺
て
い
る
a

一
は
飯
田
サ
五
都
民

内
穂
、
一
は
五
ア
沢
英
一
台
箭
内
式
折
素
で
あ
る
。
五
ナ
山
氏

夜
間
窓
燃
の
「
各
俗
眼
い
は
当
時
ー
は
夜
中
、
市
謙
一
一
一
茂
的
手
に

あ
っ
た
折
、
野
泣
党
γ
こ
取
引
の
事
づ
と
史
、
万
を
調
ぐ
る
今

芳
に
な
吋
9
0

野
宮
の
壌
に
な
っ
た
の
司
、
江

商

代

平

、
山
灼
以
質
、
去
式
調
ム
L

ふ
り
窓
お
ー
い
わ
W

山
切
る
疫
病
d

情

報

巾

舗
を
務
主
す
市
ご
し
な
づ
て
が
ら
ち
r

あ
る
ば
¥
と
の
緑
川
め
輪

以
広
い
仏
勺
い
て
司
、
蕗
谷
清
田
煽
氏
可
殺
の
?
積
守
克
L

封

大
い
に
ゑ
湾
ど
な
る
c

エ
A
r
L

守
今
、
一
件
う
と
ん
ハ
に
野
沼
町
の
正

実
を
よ
く
諸
ぺ
て
謡
、
勺
似
た
広
代
直
次
郎
社
前
畿
の
つ
行

司
録
い
も
主
い
も
の
で
あ
る
3

容
代
代
乃
著
か
れ
た

J
好

史
蛇
籍
丈
一
実
前
節
句
炉
に
つ
い
ν
て
」
と
い
、
っ
ペ
ン
ブ
し
ヴ
ト

は

よ

く

ま

と

ま

っ

て

自

治

い

。

こ
b

の
旧
安
野
坂
精
一
規

氏
の
家
ぽ
、
六
ん
て
都
在
衛
門
乙
芥
1
9
T

問
農
業
担
」
控
九
守

口
定
旬
、
伯
仲
い
そ
う
号
、
立
、
戸
沼
l

題
小
h
J

明
治
初
期
ま
で
の
記

銭
伏
か
え
リ
ラ
く
'
あ
っ
た
伏
、
会
ノ
は
な
う
な
っ
て
お
る
払

ーヴー

知
、
り
設
。

下
北
却
は
菅
成
田
治
顎
乙
沢
苓
せ
ら
引
に
史
で
有
る
。

惑
前
一
ス
面
の
前
託
、
新
味
朽
号
久
一
宋
欠
五
範
式
市
衰
の
文

書
に
¥
間
撃
の
祖
売
杭
南
部
藩
の
御
用
主
蜘
部
品
一
て
部
事
、
出

合
部
下
、
在
来

L
t
v
h
乙
吠
見
え
る
c

てれ
V

丈
事
は
校
内
懇

控
照
薄
ヤ
一
町
一
部
誘
之
ら
れ
、
荻
原
海
部
拷
主
ず
っ
療
現
活

事
W
八
割
三
間
収
め
寸
宮
本
。
ー
と
の
興
刑
」
に
引
用
せ
ら
れ

て
諮
る
。

J

て
れ
で
部
・
君
、
切
と
い
う
党
お
乏
私
ほ
卑
く
か
h
，J

知
っ
て
惑
と
が
、
安
ぽ
に
づ
い
て
調
査
す
る
と
、
種
そ
苗



合
い
ご
と
ず
ゐ
爪
っ
。
下
北
郡
一
暫
定
よ
く
課
ぺ
、

下
丈
史
、
方
誌
い
そ
の
肢
の
害
程
靖
と
れ
ず
に
聖
火
一
事
ハ
吹
の

研
究
?
で
一
注
意
し
な
げ
れ
ぽ
な
ち
り
9

た
も
管
、
沢
吹
伏
摩
市
川
作
一

玄
関
の
下
文
部
待
問
と
芥
ぜ
ら
る
る
え
め
に
基
手
い
て
論

告
ち
れ
る
長
ヘ
、
な
芯
は
一
零
を
一
写
す
る
併
、
密
{
町
時
六
の
下

北
部
の
在
更
を
説
く
じ
当
っ
て
「
文
部
制
醗
百
記
い
い
と
引

用
ぜ
ろ
れ
る
の
立
、
応
下
し
も
蒸
す
マ
き
を
け
市
立
い
乙
穂

、
っ
。
こ
の
一
i

文
部
御
鰭
白
一
見
」
は
一
色
づ
顎
ふ
ん
文
京
一
町
温
い

と
し
時
ほ
点
、
江
?
時
代
に
伝
来
た
も
の
ら
ー
く
‘
定
時
J

で
き
な
い
ど
い
『
フ
人
も
あ
る
ボ
、
込
?
し
む
荒
島
知
一
回
二
設
で

の
み
ぽ
い
え
む
い
ち
あ
ち
ぅ
。
弘
前
中
身
4

枝
京
'
請
で
あ
っ

た
放
森
林
初
民
対
¥
南
部
氏
の
事
晴
を
調
査
す
る
に
当
っ

て
平
く
ミ
れ
を
用
い
、
ト
ソ
れ
九
い
こ
と
訳
語
る
s

ご
み
蓄
に
兎

え
て
い
る
よ
う
に
~
室
町
時
代
の
変
る
前
期
に
、
下
穴
訴

を
串
郭
の
守
系
で
為
る
丈
布
?
?
一
家
対
受
賞
L
、
怒
り
忠
入

拡
写
ぐ
¥
簡
烹
が
Jm見
下
町
、
ヤ
ハ
さ
な
奮
を
漂
い
で
い
む
と
い

う
こ
と
は
ふ
令
ぐ
の
作
り
訴
で
は
な
い
こ
充
、
つ
手
百
本
渇

の
渇
震
に
よ
り
結
問
、
若
紫
方
面
の
給
ポ
多
ぐ
来
て
て
こ

官
、
津
軽
の
す
一
一
一
乙
同
等
で
あ
，
っ
て
、
で
点
に
よ
っ
て

γ
一

方
の
女

twm
移
入
せ
ら
山
川
、
こ
の
定
力
攻
葱
が
奉
者
活
界
一

試
し
た
も
丹
ち
あ
う
つ
e

そ
の
接
、
ハ
・
ア
需
邦
衰
の
対
積

ど
な
り
￥
ハ
ア
間
一
部
、
家
試
蓬
野
に
移
さ
点
て
品
川
ら
は
、
家

殺
の
琵
間
前
町
衰
の
可
顎
、
之
、
な
っ
た
封
、
江
、
?
間
代
主
一
定

か
で
海
運
と
霊
者
一
江
廷
を
干
め
る
。

日
告
部
ご
い
、
つ
各
界
暗
下
穴
郡
一
円
を
唱
す
の
ち
P

め
っ

た
折
、
げ
て
戸
守
山
九
下
あ
り
、
内
宮
町
の
五
勺
た
め
時
自
宅

情
仰
の
町
下
あ
る
c

今
日
で
は
田
沼
環
ご
い
、
え
法
町
志
砲
す

だ
け
杯
、
汚
っ
て
、
ザ
ト
ト
丈
諒
一
円
を
い
1
っ
玄
い
意
啄
に
ぽ
用

い
ら
れ
な
4

い
。
出
毛
布
引
に
は
い
宥
士
川
口

η
茨
ボ
多
い
が
、

ご
一
正
日
え
討
会
一
匂
一
疋
、
仲
い
い
の
二
吋
ベ
ポ
車
前
令
一
ヶ
崎
一
浩
戒
の
夜
、

海
・
売
れ
ヘ
引
γ
~

込
山
山
プ
ハ
か
え
一
律
¥
望
小
山
λ

{

て
下
X
薄
議
席
に
翠

竺
¥
マ
れ
か
ら
ご
〉
仁
去
に
♂
市
ん
ど
一
四
え
ら
点
る
。
吃
の

苧
力
~
か
が
さ

h
る
巧
た
却
?
J
L
ネ
ハ
ボ

{
l

沼
も
誌
記
い
ど
葱

す
る
や
口
一
え
ん
採
さ
巧
づ
て
浩
司
川
J
U
石
田
、
卒
、
ヤ
八
へ
ん
一
四
試
み
に
〈

ノ
¥
k

あ
-
之
リ
ム
ポ
γ

考
に
ぜ
る
も
の
で
ヨ
ゴ
一
い
芝
、
つ

r
の
そ
の

升
仁
立
売
己
資
乍
て
い
な
い

s

者
芝
号
、
こ
い
う
雪
山
主
J

院
本
の

ヰ
の
本
場
寸
前
弥
陀
招
来

5hvγ
宅
時
汽
の
作
で
あ
る
が
、
元

一
君
主
向
に
木
都
内
，
本
ム
払
鴨
川
二
頁
勺
ブ
、
巧
っ
て
来
た
も
吟
、
た

ど
一
行
の
記
格
付
に
克
え
る
問
、
底
的
ふ
り
桔
視
で
来
た
ゐ
ち

あ
る
。
可
べ
か
ら
ラ

L

れ

に

尽

に

、

町

時

代

大

部

-， 
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と実
関蔵
~ ¥ 1) 

r: r否。γr
?
錦
町
と
等
法
れ
た
建
物
の
定
常
時
折
あ
る

ね
っ
て
克
る
磯
会
が
む
抗
づ
止
。
津
野
の

了
一
一
一
に
あ
，
る
巧
院
買
蹟
ζ

宍
仁
、
今
資
調
愛
す
る
ぽ
要
釘

ある一向、、あザハ
J
つョ

浬
経
海
岐
に
脅
す
る
大
沌
は
、
訟
が
行
っ
た
壊
、
は
明
治

部
品
川
、
り
自
針
葉
で
行
っ
た
が
今
は
抹
迂
の
於
京
に
な
フ
て

い
る
。
丈
将
司
の
川
口
に
£
，
二
f
k

、
、
邦
制
締
時
代
い
い
は

-A
い

港
で
あ
り
、
揺
の
広
人
が
弘
γ
か
勺
た
て
思
わ
れ
る
噌
今
も

江
沼
涯
と
の
伝
来
ぷ
五
り
、
開
合
に
期
け
て
い
る
。
三
L

下
荻
老
名
滞
力
邸
部
氏
が
ら
闘
い
た
と
之
ろ
で
は
、
十
八
埼

む
ん
ぞ
、

hw

の
符
は
古
く
は
深
ム
ど
い
う
処
に
あ
っ
た
伏
、
一
死
一
課
片
手
前
に

今，

n蕩
滑
に
得
っ
て
来
た
ら

L
い
と
の
と
ご
ち
あ
る
。
と

れ
は
怒
ら
く
こ
の
号
、
に
な
フ
て
湾
建
ボ
還
に
一
な
っ
た
の
ち
、

渇
芳
に
汚
う
た
工
貯
が
潟
け
た
こ
と
を
い
う
の
守
あ
う
う
g

向
濫
ど

L
て
は
、
期
間
運
護
者
衛
内
、
膏
郁
祭
呉
笥
、
ハ
各

倫
相
英
樹
の
一
二
軒
が
あ
り
、
小
構
は
支
六
時
引
あ
っ
た
。
こ
、

立
法
五
六
百
右
績
の
結
成
あ
る
の
に
げ
魚
、
、
大
都
立
佐
の
士

舘
の
-
む
の
が
京
た
。
泣
く
否
は
下
足
告
の
軍
賀
済
え
選
と

い
う
同
窓
が
手
右
撲
の
埼
を
持
っ
て
い
て
、
下
足
苔
の
海

法
夫
滞
在
入
れ
る
と
ζ
ポ
で
さ
母
の
で
、
大
沼
仁
努
悲
し

た
と
の
ご
乙
で
あ
る
哲
大
海
は
東
廻
、
一
曲
還
の
せ
ち
ら
の

湾
援
に
や
関
捧
ポ
あ
り
、
後
萩
を
多
ぐ
穫
み
お
し
た
。
簡

の
奈
る
の
弘
容
紋
二
季
守
、
持
勺
て
宮
本
る
の
は
求
ゆ
て
理
官
、

試
多
く
、
マ
れ
ち
は
向
患
の
手
芸
懇
て
下
江
話
一
等
に
禿

刻
小
一
れ
た
の
を
、
ぞ
合
理
絞
め
た
め
ノ
仁
科
に
患
ボ
問
主

γ

謂
あ
っ
た
。
ま
た
抑
制
夷
佐
に
費
る
人
の
接
来
す
'
る
霊
務
ち

あ
る
が
り
駕
霧
も
あ
っ
託
料
、
ご
の
控
の
男
ヴ
イ
J

広
捜
索
の

た
巧
器
移
ま
す
る
却
下
、
犬
主
乙
鍛
治
の
汗
は
狩
に
揺
る

の
は
百
ザ
ず
の
み
d
f
事
る
か
ら
、
留
品
、
諾
さ
訊
つ
、
ぐ
・
の
な
せ
ち

あ
ウ
た
と
い
み
9

ーデー

大

地
'
ζ

授
っ
て
い
る
審
狩
に
「
蒸
功
護
憲
一
A
土
ま
衰
」

が
あ
る
む
こ
れ
ほ
膏
森
県
吹
の
一
鶏
替
中
笈
寄
弐
併
記
T
F
久
広

に
在
建
せ
ち
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
け
ソ
¥
私
の
行
フ
vy
い
埼
ぱ
客

濡
式
投
探
謹

L
て

悲
h
J

れ
た
封
、
法
て
の
，
援
に
用
疑
者
村
味

、
探
訪
武
の
壊
に
集
っ
た
と
開
い
て
い
る
。
刺
殺
行
衰
の
祖
先

ぞ
う
三
均
百

ι諮
る
、
や
は
り
漂
知
的
と
い
っ
た
‘
人
ポ
慧
L

た
も
の
で
あ
J

る
，
落
者
諸
括
主
的
関
て
い
っ
て
、
著
ま
め

の
八
『
ぐ
あ
づ
た
ら
ー
く
、
前
域
一
一
一
ナ
一
一
一
巻
、
経
緯
州

γ女
装

ふ
り
茂
る
と
の
署
の
肉
、
容
は
、
者
凡
永
丑
写
が
ち
大
広
三
容

乏
で
の
お
来
苧
を
随
筆
誌
に
響
い
た
も
の
守
布
る
令
煎
務



A
W

牢
で
巻
一
三
宅
担
乙
が
欠
け
て
い
る
。
大
化
一
江
奪
に
喜

3
m
w
衿
、
間
回
年
に
前
績
を
聴
講
し
、
マ
め
字
の
抑
弘
幸
之

守
夜
、
収
め
て
い
る
が
‘
古
い
時
代
の
み
ゲ
ぽ
、
，

eち
弓
ん
色

セ
の
覆
納
得
や
百
円
死
繋
が
ら
取
っ
た
も
れ
り
で
あ
ろ
、
フ
。
続
織

は
大
忙
在
年
に
始
ま
り
、
と
れ
が
、
ム
ソ
は
海
軍
の
分
を
翌
穿

の
曹
に
境
楊
し
て
い
る
か
、
り
、
持
ご
庭
部
に
墓
下
い
た
・
む

の
と
い
、
え
る
。
記
す
と
こ
ろ
d

種
ヤ
‘
雑
多
で
、
申
に
は
読

ん
だ
審
物
仰
の
按
搭
'
む
む
む
あ
る
点
、
海
運
史
料
乙
し
て
接

支
ウ
と
ど

ι
少
ど
む
い
。
持
存
一
家
の
殻
更
は
ず
大
苛
~
向
、
金

江
の
習
が
ち
来
て
こ
の
常
に
せ
サ
作
、
桧
ム

η
吠
探
手
業
に

環
器
即
し
た

λ
で
あ
る
o

と
の
蓄
の
中
に
、
警
若
dm.
若
い
項
、

江
、
?
、
大
掠
へ
の
大
掠
行
を
し
た
ご
と
が
現
世
い
で
あ
っ
て
、

当
時
め
交
題
資
料
ど
し
て
も
興
諒
み
る
る
の
だ
訳
、
リ
て
灼

時
京
都
滞
在
中
に
、
近
江
の
築
愛
川
の
泣
く
の
盟
究
め
£

た
結
五
訪
ね
て
、
現
壌
の

λ
賓
と
面
談
し
た
ご
と
が
宛
え

る
。
ヰ
ー
ご
ザ
介
、
私
江
廃
語
学
院
大
字
文
学
部
抑
教
授
察
本
喜

一
穂
患
が
京
文
大
守
在
学
中
に
、
郷
里
の
神
戸
に
鳴
ら
れ

る
途
中
、
す
で
の
定
に
つ
い
て
調
査
L
て
育
づ
た
之
と
が
あ

る
が
、
今
ヨ
ち
は
全
ζ

マ
う

ν
、
つ
誌
を
郊
づ
て
ド
る
人
も

な
い
。
今
令
子
家
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
古
い
親
瞬
間
利
保

試
日
'
」
は
た
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
、
っ
。
ど
の
害
め
由
よ
い
、

菅
江
翼
潜
水
、

ζ
に
来
て
暫
く
滞
在
し
、
著
者
と
親
交
が

あ
号
、
和
較
の
湾
答
を

l
た
ご
と
の
書
い
で
あ
る
の
は
車

台
い
。
ま
た
之
の
吃
で
午
一
れ
た
足
沼
輩
出
ど
い
、
っ
、
苦
t

君
の

交
Z
抵
需
の
人
で
事
ご
に
ポ
、
荷
所
持
、
之
、
み
に
来
・
て
滞
在

沖
に
、
と
の
吃
の
顎

λ
乙
の
宵
に
主
れ
た
の
を
中
旬
り
、
長

L
マ
丈
の
中
一
毘
都
品
約
問
に
行
さ
ー
茨
い
で
立
、
?
に
広
て
丈
、
・
宰

蓉
台
の
門
人
ど
な
っ
と
筑
紫
苛
に
生
れ
た
'
主
党
税
、
恐
し
く

な
っ
た
品
柄
、
田
缶
詰
の
町
に
来
て
注
入
た
ど
の
と
ど
伏
寄
ミ

い
で
あ
る
が
、
て
れ
は
海
運
に
ま
つ
れ
る
蕗
台
い
誌
で
あ

る
母
臥
よ
、
つ
む
搾
故
に
よ
っ
て
、
日
挟
宮
市
務
停
の
学
問
、
森
こ

の
沼
に
行
の
れ
た
よ
う
守
、
符
芥
家
に
今
忠
治
伐
フ
て
い
迄

倣
神
学
房
諒
の
審
物
十
市
担
筏
沫
の
J
U
の
ぜ
か
り
君
、
ぁ
，
る
e

来

Z
J

翠
が
一
ヰ
嵐
寸
乙
ぜ
ら
れ
た
さ
の
演
に
萄
色
い
ご
と
ち
あ
る
。

ヤ
ハ
溶
か
ヱ
ト
成
否
さ
媛
、
犬
用
局
窓
台
を
も
に
毘
て
、

法
江
川
に
一
定
す
る
9

こ
れ
よ
り
さ
き
は
合
動
‘
車
の
捷
る
哨
疋
ボ

な
い
α

江
戸
時
代
に
本
刑
判
刷
、
仏
ノ
蝦
毒
蛇
に
愛
る
に
は
、
逮

軽
半
島
か
ら
行
く
時
は
一
一
一
概
た
り
乗
飽

L
、
下
文
字
島
舶
が

ら
行
く
跨
は
佐
井
ま
た
は
大
習
か
り
索
前

L
た
。
味
に
佐

持
は
穴
閣
に
氏
l
て
湾
折
々
全
杯
、
、
r
の
づ
た
の
下
、
工
授
、
人
、

~tO 一一



ポ
ミ
注
品
川
、
ち
ゅ
葉
信
L
Yに
ど
ち
と
ど
守
、
交
議
誌
の
響
詩
に
き

り
、
護
手
寄
っ
た
ら

i
い
戒
、
今
ぽ
訴
{
い
朽
ち
毒
る
。

之、
h

江
大
狂
井
、
一
石
佐
衿
の
二
つ
に
分
れ
て
い
る
母
曹
は

寄
託
丹
の
方
が
箆
で
、
簿
、
山
中
ム
の
舟
薪
な
芯
七
寄
っ
た
ポ
、

夫
闘
の
組
授
の
'
晴
、
か
、
り
中
人
法
判
汁
が
盛
ヒ
写
勺
が
だ
と
い
、
っ
。

狩
得
揚
仁
ほ
ん
み
が
〈
の
志
主
祭
ボ
あ
づ
た
が
、
保
替
が
る
ま

り
よ
く
な
か
っ
た
ふ
り
、
九
一
ワ
は
安
ほ
な
く
な
っ
ず
た
か
も
知

点
、
待
。
故
烹
拡
苓
費
浩
氏
子
り
聴
い
子
、
て
と
与
で
は
¥
松

谷
川
何
回
布
、
議
口
山
一
一
九
向
、
金
丸
亡
右
欝
内
ど
い
、
つ
一
一
一
許

の
向
覆
ポ
あ
っ
て
、
い
子
、
れ
も
五
百
桔
積
の
部
と
石
信
積

の
務
ど
を
一
綾
子
つ
持
っ
て
い
た
。
五
百
石
壌
の
諮
に
な

稜
符
を
靖
ん
守
二
ヰ
一
目
指
賞
金
次
に
行
会
亡
、
信
右
噴
の

部
に
は
湾
表
均
忍
柑
棚
、
え
で
一
空
一
一
回
就
後
新
湾
に
行
っ
た
。

加
賀
ド
行
之
街
は
、
場
喝
の
時
に
な
来
山
γ

得
を
覆
ん
守
来

る
6

容
は
‘
什
仙
大
工
の
震
都
杯
、
あ
っ
た
。
議
な
雨
昼
下
、
ぽ
一

軍
申
却
費
求
問
か
り
を
安
々
、
車
路
来
め
よ
う
な
鳴
の
一
患

い
米
ば
培
ド
苔
杭
フ
在
。
ミ
ボ
は
一
軍
一
留
の
敢
海
で
、

マ
め
ザ
十
に
食
が
¥
て
余
る
判
官
の
求
乏
持
っ
て
来
る
と
ど
釘
ち

ぎ
た
か
、
・
・
り
で
あ
る
。
加
賀
の
部
の
来
る
の
は
ご
)
一
一
宰
仁
一

療
だ
げ
で
、
一
等
年
来
る
の
索
、
誌
な
い
。
大
震
苧
h

ソ
来
る
銘

は
十
昇
和
十
ご
丹
波
に
野
足
党
立
さ
に
行
っ
て
務
湾
左
下

し
、
ぞ
れ
か
‘
均
二
b

に
来
て
不
枝
川
や
鱈
巴
嶺
ん
と
む
の
之

ど
で
中
の
る
。

古
疋
井
の
市
療
に
疑
者
繁
'
太
坊
決
が
あ
る
。
産
g
v
E
襲

警
産
ど
い
フ
た
そ
う
ち
、
二
百
管
法
払
り
前
ま
で
は
紳
欧

離
を
前
向
{
て
薄
葱
繋
夜
営
号
、
江
?
と
大
哀
ど
に
突
、
鳴

が
あ
っ
花
。
し
杭
し
法
号
、
う
か
と
い
え
段
、
大
環
之
の
期

保
不
採
品
川
ウ
J

た
だ
い
う

J
tの
教
に
遺
書
常
設

ι品
約
マ
本

離
ど
な
け
り
、
-
湾
内
向
産
主
営
人
定
。
江
、
?
時
代
の
末
期
に

λ
っ
て
、
照
奏
だ
の
布
部
ヘ
ポ
強
ま
る
と
、
腕
域
奏
吃
乙
の
交

還
が
ー
ヂ
タ
ぐ
怠

dv
、
工
授
人
が
と
〉
か
ら
乗
揺
し
た
の
守
、

本
間
乏
茨
ワ
る
内
部
サ
ボ
定
ゥ
た
が
ら
を
あ
る
ど
の
こ
と
す

あ
る
。
ヰ
く
(
て
原
本
障
に
は
伊
葬
窟
ナ
-w

い
、
っ
家
試
あ
づ
お
い
ψ

が
よ
う
に
本
野
、
終
本
離
の
夜
需
の
あ
づ
た
ち
を
更
て
も
、

交
通
が
か
な
り
罷
で
あ
っ
た
と
ど
が
奪
ぜ
ら
れ
る
。
経
登

山
駅
前
頭
の
定
問
に
吋
t
S
亭
海
に
湊
え
実
害
」
之
い
、
つ
斗
の

杭
あ
っ
た
。

下
北
半
島
の
需
穿
、
大
漢
、
月
肉
、
限
野
沢
、
す
面
は
肉

前
都
ど
杯
て
ら

Mm
る
。
私
誌
と
の
方
習
を
議
査

L
S払
っ

た
の
ち
、
ろ
ん
な
安
如
何
が
残
ウ
て
い
る
A
m
わ
ホ
り
認
が
、

一一11-



菅
沼
ヘ
γ

パ
お

守之も

、あ
?亡、守主

苧-5if
之燕
持-

3 

じ
一
引
'
句
、
巧

ぬ
之
、
っ

丹
羽
川

f
J
前
烈
で
二
に
い
沼
(
、

品
問
ド
証
明
、
田
令
部
川
を
減
っ
て
、
沼
あ

堤、
E

つ
れ
た
c

祐
部
川
立
今
は
水
量
J

ハ
エ
ゾ
之
、
本
fhv

き
れ

い
ち
ば
苛
い
が
、
宮
は
川
嘱
が
な
く
、
求
心
苓
ノ
¥
、
村
山
ネ

リ
大
き
山
口
勺
川
信
が
や
μλ

ー
で
い
た
そ
う
号
、
問
浮
い
市
の
、
持

に
広
一
畏
市
主
ダ
買
っ
て
い
ず
に
と
か
い
γ

う
ご
と
で
あ
，
る
や
金

照
的
の
軟
に
、
寸
間
各
部
被
可
の
川
の
ポ
骸
め
片
時
ペ
ヒ
ナ
・
芽

ざ
ま
も
暫
く
な
る
。
い
ご
い
う
か
ら
、
十
V
ち
ろ
ん
牧
む
さ
と

の
ち
き
各
よ
う
な
一
伊
丹
い
水
ポ
夜
れ
て
レ
た
に
認
建
な
い
。

し
か
し
田
急
蔀
の
町
は
市
碍
何
千
り
入
り
込
ん
で
る
る
わ
ち
、

湾
守
口
、
む
い
-
大
一
沼
み
つ
記
乙
の
連
絡
む
も
ち
ろ
ノ
れ
時
跨
に

よ
盗
め
守
あ
っ
て
、
荷
物
江
部
、
で
く
護
背
に
齢
が
せ
て
麓
訟

れ
れ
い
る
の
ち
あ
ろ
う
。
ミ
、
フ
し
て
盟
各
、
部
の
町
ず
下
北
罰

金
涼
め
'
怒
-
清
い
ふ

η
甲
に
で
引
が
，
づ

k
e
すて

t
て
室
町
巧
代
双

来
事
の
つ
を
人
さ
な
も
の
き
あ
勺
た
ろ
う
。
麗
国
の
南
部

決
伏
ハ
戸
南
'
部
武
の
討
を
-
愛
野
に
持
し
て
、
と
ふ
を
自
分

の
窃
定
と
し
た
の
リ
は
、
ぞ
り
嘉
力
に
若
田
1
i
た
之
の
ピ
思

-/ .. 

代
二
守
、

荷
'方?め

の
れ
る
Q

芳
一
鉢
千
カ
港
建
安
岩
は
も
ち
弓
ん
民
主
を
以
て
喜
一
さ

た
ず
む
丹
守
は
古
い
沿
な
お
杏
蛇
に
実
務
、
知
安
づ
て
い
る
で

長
J

ウ
4

4

0

煮
に
烹
軽
手
兵
ふ
た
格
一
一
一
一
織
を
調
査
L
て
な
い

の
・
は
¥
大
き
な
や
一
艇
で
中
あ
ろ
う
2

ー
が
し
と
〉
に
ま
ぺ
た

芦
げ
で
も
、
日
本
海
襲
安
と
の
鳥
居
禽
罰
般
の
愛
奪
柱
げ
仏
、
フ
れ

が
わ
い
如
る
か
ら
、
今
後
も
益
内
て
と
て
の
方
蕗
の
箭
突
の
淀

む
こ
乙

E
J待
望
し
て
や
ま
な
い
も
の
官
、
あ
る
。
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